
シカ密度分布図
兵庫森林管理署

・管内の状況（推計生息数、生息密度、被害状況、捕獲状況等）
2019年度時点で発表された兵庫県内のシカの推定生息数は99,703頭
であり、生息密度は1.21~1.68頭/km2、捕獲状況は37,675頭となっており、
2010年度のピーク時より減少傾向にあるが、依然として農林業への被害
は多く見られる。*1.*2.

・被害状況

宍粟市では依然としてシカの生息密度が高く、シカの食害による被害が
多く見られ、姫路市・たつの市等の国有林から農地へ侵入するシカが多
く農作物の被害も発生しており対策の要請がある。

・取組状況

河原山国有林（宍粟市）、鶏籠山国有林外（たつの市）にてシカ捕獲事
業を委託している。

本谷国有林（宍粟市）では三谷地区自治会との「宍粟市三谷地域にお
けるシカ被害対策推進協定書」を締結しシカ捕獲を行っている。

兵庫県神戸県民センター・たつの市・高砂市・丹波篠山市・姫路市と
「有害鳥獣駆除に係る協定」を締結し、各自治体が国有林内でシカ捕獲
等を実施している。

・成果
R5年度の捕獲頭数は、委託事業で103頭、三谷自治会で11頭、協定先
で6頭、県指定管理鳥獣捕獲等事業で42頭であった。

・課題
宍粟市内でのシカ捕獲事業は狩猟期以外は実施できていない。

引用文献
*1. 第２期ニホンジカ管理計画（兵庫県 2020）
*2. 兵庫県におけるニホンジカ管理の現状と成果（兵庫県森林動物研究センター 2019）
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協定

協議会

捕獲実績協定の主な内容更新期間
更新の
有無

協定期間協定相手方

無
防護柵の設置、維持管理、
効果等の検証

乙から申し出があり、
甲がこれを認める場合

有R6.4.1～R9.3.31H24H25.2.27兵庫県神戸県民センター

有捕獲場所の提供（檻等）
乙から申し出があり、
甲がこれを認める場合

有
R4.4.18～R7.3.31
（３年）

H27R4.4.18丹波篠山市

無
捕獲場所の提供（箱わな
等）

乙から申し出があり、
甲がこれを認める場合

有R6.4.1～R9.3.31H29R3.2.10高砂市

有
捕獲場所・残渣処理場所の
提供、わな等貸出、防護柵
設置

意思表示がない場合、
毎年自動更新

有
R6.6.28～R7.3.31H26R6.6.28たつの市

有
捕獲場所の提供（箱わな）、
わな等貸出、林道ゲートの
鍵の貸与

R8年度まで自動更新有
R4.4.1～R5.3.31
(最長4年延長)

H29R4.4.1宍粟市三谷自治会

無
捕獲場所の提供（箱わな、く
くりわな）

乙から申し出があり、
甲がこれを認める場合

有R6.4.1～R7.3.31R3R3.9.6姫路市

協議会等の主催者
（中心）

主な構成機関参画協議会等の名称

たつの市
たつの市 兵庫森林管理署 兵庫県光都農林振興事務所 たつの森林組合 猟友会たつの支部・
揖龍支部 マタギの会 自治会長 農会長 兵庫県森林動物研究センター

たつの市獣害防止対策協議会

宍粟市
宍粟市 猟友会宍粟市部 自治会長会 農会長会 兵庫西農業協同組合 ハリマ農業協同組合
兵庫県光都農林振興事務所 兵庫県森林動物研究センター

宍粟市鳥獣被害防止対策協議会

※R6.6.28付でたつの市の２協定を統合



R5R4R3R2R1H30H29H28

職員実行
1038550708631319委託事業
1716131016わな貸出
42564その他

162（5）157(10)63(21)8086(1)36919計（イノシシ）

捕獲頭数
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職員実行 委託事業 わな貸出 その他

R5R4R3

60(59)50(40)70(50)目標（捕獲頭数）鶏籠山外

50(44)50(45)-目標（捕獲頭数）河原山

協定等 R5R4R3R2R1捕獲頭数
653丹波篠山市

（3）高砂市

(11)たつの市（伝城山）

たつの市（野田山西）

11（2）11(10)10(10)10三谷自治会

--姫路市

4256県指定管理事業

その他 ・事業量が多く、シカ被害の激しい宍粟市内での取組が課題。
R5年度は宍粟市と調整し、狩猟期間内の短期間であるが河原山で捕獲委託事業を実施。
・R5年度県が北部で実施している指定管理鳥獣捕獲等事業の捕獲実績を確認した。
・R5年度、県が鳥取県境において広域捕獲事業を実施。（シカ169頭：わな132頭、銃猟37頭）

MEMO
・宍粟市内での捕獲について、R5年度同様に委託事業を実施。
あわせて宍粟市を通じて有害捕獲での連携を模索する。
・指定管理鳥獣捕獲等事業について、国有林内の実績を把握。

※R4,5その他は、県の指定管理鳥獣捕獲等事業

※（ ）はイノシシ



第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）

第13次事業計画 (hyogo.lg.jp) ニホンジカ管理計画 (hyogo.lg.jp) R4年度事業実施計画 (hyogo.lg.jp)





指定管理鳥獣等捕獲(hyogo.lg.jp)

国有林：三川山奥、水山、本谷奥、銚子ヶ谷

国有林：四ヶノ仙、奥山、横行、坂ノ谷

上のとおり国有林が含まれている。

（入林申請については、通常の入林許可申請で
対応・・・県自然鳥獣調整課に確認。
今後は事前調整するよう連絡済み）

広域捕獲事業
R5年度、兵庫県では鳥取県との県境で広域捕獲
事業を実施。



三川山奥生物群集保護林
Ｒ７年度新設予定地水山ブナ・ナツツバキ希少個体群保護林

木地屋屋敷ブナ希少個体群保護林
（既設２保護林）

本谷奥国有林
Ｒ７年度統合・拡充予定

地

氷ノ山・三の丸生物群集保護林ほか
（既設２保護林）

赤西スギ・トチノキ・シオジ
等希少個体群保護林
（Ｒ６年度新設）

音水保護林（既設３保護林）


